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昨
年
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ

ッ
ク
以
来
の
世
界
金
融
恐
慌

の
影
響
で
日
本
経
済
も
な
か

な
か
回
復
せ
ず
、
１
０
年
来

の
デ
フ
レ
不
況
で
デ
フ
レ
ス

パ
イ
ラ
ル
に
陥
っ
た
と
も
言

わ
れ
経
済
的
に
厳
し
い
年
で

し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
政
権

が
共
和
党
か
ら
民
主
党
に
か

わ
り
１
月
２
０
日
オ
バ
マ
大

統
領
が
就
任
し
ま
し
た
。
我

が
国
で
も
、
戦
後
初
め
て
選

挙
で
政
権
が
代
わ
り
民
主

党
・
鳩
山
内
閣
が
誕
生
し
ま

し
た
。
３
ヶ
月
ほ
ど
経
過
し

た
だ
け
で
す
が
、
事
業
仕
分

け
に
代
表
さ
れ
る
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
や
社
会
が
子
ど
も
を

育
て
る
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

で
の
所
得
制
限
を
設
け
な
い

子
ど
も
手
当
て
制
度
の
導

入
・
扶
養
控
除
の
廃
止
な
ど

大
き
く
何
か
が
変
わ
ろ
う
と

し
て
い
る
の
か
な
と
感
じ
る

年
で
し
た
。 

本
町
で
は
、
１
月
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
基
に
新
年
度

か
ら
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
事
業
が
本
格

実
施
と
な
り
、
県
病
院
も
町

立
病
院
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
井
関
定
住
団
地

も
工
事
が
始
ま
り
、
合
併
し

新
町
に
な
っ
て
か
ら
の
新
事

業
が
一
挙
に
始
ま
っ
た
年
で

も
あ
り
ま
し
た
。
ま
さ
に

「
新
」
の
年
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
見
方
を
変
え
れ
ば
、

財
源
不
足
で
３
つ
の
過
剰
の

解
消
を
目
指
す
牧
野
町
政
に

麻
生
政
権
に
よ
る
経
済
対
策

と
い
う
ガ
ソ
リ
ン
が
注
ぎ
込

ま
れ
、
エ
ン
ジ
ン
に
火
が
付

い
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ

う
か
。
政
権
が
代
わ
り
ブ
レ

ー
キ
が
掛
か
る
の
か
な
と
心

配
し
ま
し
た
が
、
鳩
山
政
権

も
デ
フ
レ
ス
パ
イ
ラ
ル
で
お

尻
に
火
が
付
い
た
様
子
。
新

年
を
迎
え
て
ま
ず
前
向
き
に

再
ス
タ
ー
ト
で
す
。 

１２
月
補
正
予
算 

 

１
２
月
定
例
会
は
、
１
２

月
１
５
日
か
ら
２
１
日
ま
で

開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
度
の

１
２
月
補
正
予
算
は
、
一
般

会
計
で
１
億
３
８
４
６
万
４

千
円
、
特
別
会
計
で
２
０
７

万
１
千
円
増
額
さ
れ
、
総
額

で
１
８
４
億
２
５
３
万
３
千

円
と
な
り
ま
し
た
。 

主
な
も
の
は
一
般

会
計
で
は
、
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
摂
取
者
の
負
担

補
助
に
９
８
１
万
５

千
円
、
工
場
誘
致
設

置
事
業
に
１
５
２
０

万
円
、
美
し
い
森
づ

く
り
事
業
に
８
０
２

０
万
円
な
ど
が
追
加

補
正
さ
れ
ま
し
た
。 

特
別
会
計
で
は
、
井
関
地

区
定
住
団
地
整
備
事
業
の
上

下
水
道
整
備
事
業
（
総
額
で

１
億
６
０
０
万
円
）
が
総
合

開
発
事
業
特
別
会
計
に
振
替

え
ら
れ
、
新
た
に
定
住
団
地

の
計
画
的
販
売
推
進
の
た
め

に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
契
約
を
結

び
３
か
月
分
１
２
５
万
円
が

追
加
補
正
さ
れ
ま
し
た
。 

 

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す 

昨
年
は
大
変
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

早
い
も
の
で
、
新
町
発
足
か
ら
６
年
目
の
新
春
を
迎
え
ま
し
た
。 

初
心
を
忘
れ
ず
、
本
年
も
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で
、
倍
旧
の 

ご
指
導 

ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。 

  
 
 
 
 
 

神
石
高
原
町
議
会
議
員 

 

木
野
山 

孝
志 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン 

摂
取
補
助
に

９
８
１
万
円 

ふれあい高原コンサート 

コールさんわ 
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工
事
請
負
契
約
の
変
更 

 
 
 

井
関
定
住
団
地 

 ①
調
整
池
整
備
工
事 

ボ
ー
リ
ン
グ
の
結
果
、
設

計
段
階
で
は
軟
岩
の
予
定
だ

っ
た
が
中
硬
岩
が
現
出
。
作

業
方
法
を
変
更
し
た
た
め
に

請
負
金
額
が
６
８
９
８
万
５

千
円
か
ら
９
５
８
７
万
９
千

円
に
変
更
さ
れ
た
。
設
計
の

段
階
で
ボ
ー
リ
ン
グ
箇
所
の

不
足
が
原
因
と
思
わ
れ
る
。 

 
②
場
内
道
路
水
路
工
事 

販
売
を
有
利
に
す
る
た
め

に
、
１
工
区
、
５
工
区
の
場

内
道
路
の
コ
ー
ス
変
更
を
行

い
、
販
売
区
画
を
９
７
区
画

か
ら
７
７
区
画
に
変
更
す
る
。

請
負
金
額
が
、
５
７
７
５
万

円
か
ら
６
９
６
８
万
４
千
円

に
変
更
さ
れ
た
。 

坪
単
価
も
低
下
す
る
と
思

わ
れ
、
販
売
計
画
の
大
幅
な

変
更
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な

団
地
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る

の
か
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
絞
る

の
か
。
明
確
に
し
た
い
。 

H21年12月補正額

12月補正額 補正後予算額

1億3,846万円 1,35億6,349万円

国民健康保険特別会計 11億6,903万円
後期高齢者医療特別会計 3億6,276万円
老人保健特別会計 5,478万円
介護保険特別会計 18億2,489万円
簡易水道事業特別会計 -5,235万円 6億7,579万円

17万円 3,587万円
農業集落排水事業特別会計 -5,300万円 2億3,527万円
分収育林事業特別会計 20万円
総合開発事業特別会計 10,725万円 2億1,355万円

207万円 45億7,214万円

2億6,690万円

　　計 1億4,053万円 1,84億0,253万円

病 院 事 業 会 計

会　計　名

一　　般　　会　　計

特別会計 計

飲料水供給施設事業特別会計

特
　
別
　
会
　
計

教育委員会委員の任命同意 

  中岡 康則さん（父木野）

    （任期満了；２期目） 

  山本 剛久
たかひさ

さん（油木）

    （横山氏の辞任に伴う） 
 ＊山本さんは、H21.12.22開催の 

  教育委員会で委員長に就任されました。

 

  任命に同意しました 
   ご活躍をお祈りいたします。

＜平成 21 年度 12 月条例制定・改正＞主なもの 

地域情報通信基盤整備事業分担金の徴収条例 

☆早期加入者（H22・９月末まで）には、加入分担金・工事分

担金を免除する（一般家庭）など分担金の徴収について定める。

 

廃棄物の処理・清掃条例の一部改正 

☆H22 年度から粗大ゴミの収集方法が変更となり直接搬入とな

ります。それに伴い処理手数料が変更となりました。（月・水・

金・日にクリーンセンターへ直接搬入） 

○処理手数料  

  粗大ゴミなど直接搬入によるもの→１５０円／10kg 

   （指定処理施設へ直接搬入されるゴミの処理料が50円→

１５０円／10kgに値上がりとなります） 

＜財産の取得＞ 11月、12月議会での承認分 
 

☆消防団 活動服  700着 

      1139万 2千円 （相手方）おしゃれ衣料フクマン   

☆町立病院 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ断層撮影装置（ＣＴ） 

      2998万 8千円 （相手方）GM ﾍﾙｽｼﾞｬﾊﾟﾝ㈱ 

☆町立小学校（6校） 児童用木製机・椅子 380 ｾｯﾄ 

       946万 8千円 （相手方）㈱サトー 

☆町立中学校（4校） 児童用木製机・椅子 220 ｾｯﾄ 

       546万 3千円 （相手方）ビーム機材㈲ 

☆町立小・中学校 教育・教務ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ ｼｽﾃﾑ一式  

      7276万 5千円 （相手方）ビーム機材㈲ 

☆町立小・中学校 電子黒板付きﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾚﾋﾞ一式 

       960万 4千円 （相手方）㈲ソネ事務機      

 

高蓋小学校 学習発表会 
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木
野
山 

現
在
の
過
疎
法
は

平
成
２
１
年
度
で
終
了
。
そ

れ
に
替
わ
る
新
し
い
制
度
、

新
過
疎
法
は
こ
の
度
与
党
と

な
っ
た
民
主
党
も
前
政
権
の

自
民
党
・
公
明
党
も
合
意
し

て
い
る
と
聞
き
及
ん
で
い
ま

す
。
本
町
も
そ
れ
に
倣
い
、

新
し
く
過
疎
計
画
を
策
定
す

る
必
要
が
あ
り
、
現
在
調

査
・
検
討
中
と
の
事
で
す
が
、

新
町
長
期
建
設
計
画
と
の
関

連
も
あ
り
ど
の
よ
う
な
コ
ン

セ
プ
ト
で
行
わ
れ
て
い
る
の

か
。 

 

町
長 

過
疎
法
の
継
続
は
必

要
。
民
主
党
は
中
身
を
変
え

た
い
よ
う
だ
が
方
向
性
が
つ

く
ま
で
１
〜
２
年
か
か
る
と

思
う
。
本
町
も
新
過
疎
法
に

合
わ
せ
て
若
干
の
見
直
し
を

行
う
。
少
子
高
齢
化
対
策
、

農
業
政
策
、
保
険
・
医
療
対

策
、
定
住
対
策
が
大
き
な
課

題
と
な
る
。
こ
れ
に
取
組
み

た
い
。 

 

木
野
山 

財
源
と
の
関
連
に

つ
い
て
詳
し
い
考
え
方
を
。 

 

企
画
財
政
課
長 

新
過
疎
法

の
対
象
事
業
に
つ
い
て
、
現

在
ハ
ー
ド
事
業
の
み
で
あ
っ

た
が
子
育
て
、
医
療
福
祉
な

ど
ソ
フ
ト
事
業
へ
も
過
疎
対

策
事
業
債
が
充
当
で
き
な
い

か
と
検
討
さ
れ
て
い
る
。
計

画
の
中
で
ソ
フ
ト
事
業
も
含

め
た
い
。
新
町
長
期
建
設
計

画
を
基
に
事
業
を
洗
い
出
し

て
い
る
。
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
、
学
校

建
設
な
ど
長
期
計
画
に
無
か

っ
た
事
業
も
あ
り
そ
れ
に
伴

い
計
画
を
変
更
す
る
。 

財
源
は
、
今
日
の
国
・
県

の
動
向
で
不
確
実
で
あ
る
。

出
来
る
だ
け
有
利
な
補
助
事

業
、
有
利
な
起
債
を
考
え
た

い
。 

木
野
山 

ハ
ー
ド
事
業
の
見

直
し
、
継
続
事
業
は
ど
う
す

る
。 

 

企
画
財
政
課
長 

ハ
ー
ド
事

業
の
見
直
し
は
、
全
く
計
画

性
が
無
く
事
業
計
上
さ
れ
た

も
の
、
県
営
の
事
業
で
見
直

さ
れ
る
も
の
は
長
期
的
に
見

直
す
。
継
続
事
業
は
見
直
し

は
し
な
い
。
新
規
の
事
業
で

単
年
度
で
大
き
な
財
源
が
必

要
な
事
業
を
組
ん
だ
場
合
は
、

事
業
の
年
度
調
整
を
行
う
。

停
止
は
し
な
い
。 

 

木
野
山 

「
子
育
て
あ
り
が

と
う
」
「
子
育
て
ご
苦
労
さ

ん
」「
新
婚
さ
ん
」
の
定
住
対

策
促
進
事
業
は
、
今
年
度
で

終
了
と
な
っ
て
い
る
。 

 

事
業
開
始
以
来
、
制
度
も

定
着
し
定
住
対
策
と
し
て
有

効
な
事
業
と
し
て
評
価
し
て

い
る
。 

 

現
在
の
ま
ま
で
継
続
を
望

む
が
。 

 

町
長 

概
ね
拡
大
す
る
と
も

縮
小
せ
ず
に
継
続
し
た
い
。

と
い
う
の
が
基
本
的
な
考
え

方
で
す
。
や
ま
な
み
商
品
券

で
対
応
す
る
。 

 

将
来
構
想
と
し
て
、
結
婚

前
か
ら
の
斡
旋
制
度
、
ゼ
ロ

歳
か
ら
の
支
援
、
２
子
目
・

３
子
目
の
現
在
よ
り
踏
込
ん

だ
支
援
、
保
育
料
の
段
階
的

無
料
化
な
ど
考
え
て
い
る
が
、

こ
の
部
分
は
多
額
に
な
る
の

で
商
品
券
で
の
対
応
は
困
難

と
思
う
。 

     

木
野
山 

井
関
定
住
団
地
販

売
に
係
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
契

約
に
お
い
て
、
こ
の
度
３
ヶ

月
分
と
し
て
１
２
５
万
円
の

予
算
計
上
。
年
間
５
０
０
万

円
の
契
約
だ
が
、
中
身
は
何

か
。
販
売
に
ど
こ
ま
で
係
わ

る
の
か
。 

 

企
画
財
政
課
長 

過
去
の
販

売
実
績
、
経
験
を
基
に
町
及

び
代
理
販
売
業
者
に
指
導
助

言
す
る
。
大
手
ハ
ウ
ス
メ
ー

カ
ー
の
営
業
経
験
を
生
か
し
、

購
買
希
望
者
に
「
田
舎
暮
ら

し
セ
ミ
ナ
ー
」「
住
宅
ロ
ー
ン

借
入
れ
相
談
」
な
ど
や
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
し
、
総
合
的
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
。 

 

木
野
山 

敬
老
会
清
算
分
の

１
３
万
１
千
円
増
の
内
訳
は
。 

 

企
画
財
政
課
長 

油
木

５２

人
増
、
神
石

１９
人
減
、
豊
松

５６
人
増
、
三
和

４２
人
増
。 

新
し
い
過
疎
計
画
と 

新
町
長
期
建
設
計
画
の
関
係
は 

 

定
住
対
策
促
進
事

業
は
ど
う
す
る 

予
算
質
問 

さんわふるさとフェアー２００９ 
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どうする 
三和地区小学校統合 
井関定住団地開発 
三和地区小学校統合については、学校再配置検討委員会の答申に

基づき教育委員会はH23年度 4校同時統合（二幸、高蓋、三和、
来見）新校舎建設方針が定められ、その方向で説明会を統合対象校

の保護者、地域に対し実施してきた。概ね合意の方向だったが、こ

の度 11月 15日の来見地区保護者説明会において、町長自ら「政策
判断」として、4校統合の方針は変更しないが来見小の統合を当分
の間見送ることを表明された。根拠・理由は、来見地区地元の 508
名の延期陳情書、販売のプロによる意見、来見団地への転入者の意

見などを総合的に判断し、少子化対策・定住対策にため井関定住団

地の開発、販売は欠かせずそのためには来見小学校は必要と苦渋の

選択をした。との事である。 
この「政策判断」をめぐり、町民、議会、当の教育委員会など関

係者に大きな波紋がひろがっている。 
問題点を整理すると、 
①教育環境整備と団地開発の重要性 
②団地販売と小学校との関連性→団地のｲﾒｰｼﾞ→ﾀｰｹﾞｯﾄ 
付随して 
③意思決定の過程における正当性 
④教育環境のあり方（複式か単式か）教育環境の均等化 
⑤地域サービスの均等化（居住環境の均等化） 
など多くあります。以下、考えを質しました。 

木
野
山 

町
長
は
学
校
設
置

者
と
し
て
、
教
育
委
員
会
が

「
子
供
た
ち
に
と
っ
て
望
ま

し
い
学
校
教
育
環
境
を
整
備

す
る
た
め
に
」
こ
の
度
決
定

し
た
「
三
和
地
区
小
学
校
再

配
置
方
針
」
と
異
な
る
方
針

を
出
さ
れ
た
か
ら
に
は
来
見

地
区
を
除
く
３
地
区
に
そ
の

「
政
策
判
断
」
の
根
拠
を
説

明
す
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。

以
下
、
伺
い
ま
す
。 

①
教
育
委
員
会
と
合
意
は
出

来
て
い
る
か
。 

②
本
町
の
将
来
を
担
う
子
供

た
ち
の
教
育
環
境
の
整
備
と

団
地
開
発
を
天
秤
に
か
け
る

の
か
。 

③
団
地
開
発
に
小
学
校
が
必

要
な
の
か
。
団
地
の
イ
メ
ー

ジ
は
。
近
隣
の
団
地
と
差
別

化
を
図
ら
な
い
と
売
れ
な
い

の
で
は
。 

④
来
見
地
区
の
子
供
た
ち
の

教
育
環
境
は
未
整
備
と
な
る

が
ど
う
考
え
る
の
か
。 

⑤
小
学
校
が
無
く
な
る
地
区

へ
の
対
応
は
ど
う
す
る
。
高

蓋
地
区
で
の
説
明
会
は
ど
う

だ
っ
た
か
。 

 

町
長 

①
教
育
委
員
会
も
苦

渋
の
判
断
を
さ
れ
た
と
思
う

が
理
解
は
頂
い
た
と
思
う
。 

②
天
秤
に
か
け
る
の
で
は
な

く
ど
ち
ら
も
大
事
だ
。
共
に

共
存
共
栄
の
考
え
で

決
め
た
。 

③
小
学
校
と
定
住
団

地
は
相
関
関
係
に
あ

り
、
学
校
は
必
要
だ
。 

安
価
で
自
然
環
境
に

恵
ま
れ
て
い
る
、
心

を
癒
さ
れ
る
団
地
を

目
指
し
、
若
者
と
中

高
年
と
を
含
め
て
快

適
な
田
舎
暮
ら
し
が

出
来
る
生
活
空
間
の

団
地
を
作
り
た
い
。 

差
別
化
は
農
業
支
援

で
。 

④
耐
震
構
造
は
ク
リ

ア
し
て
い
る
。
１
名

減
で
複
式
に
な
る
だ

け
。
臨
時
教
師
の
配
置
や
交

流
事
業
で
カ
バ
ー
で
き
る
。 

⑤
高
蓋
で
の
説
明
会
は
、
後

日
協
議
し
て
頂
く
と
い
う
事

な
の
で
概
ね
理
解
し
て
頂
け

る
と
思
う
。
高
蓋
の
学
校
が

無
く
な
る
事
に
に
つ
い
て
は
、

教
育
委
員
会
や
地
元
と
協
議

し
て
出
来
る
だ
け
の
事
は
し

た
い
。
が
限
度
も
あ
る
。 

 

木
野
山 

ス
ク
ー
ル
バ
ス
で

６
〜
１
０
分
の
と
こ
ろ
に
学

校
が
あ
れ
ば
差
は
な
い
と
思

う
が
。 

 

町
長 

転
入
者
に
は
イ
メ
ー

ジ
が
大
事
。
学
校
が
在
る
事

が
大
事
と
思
う
。 

 

木
野
山 

来
見
小
は
Ｈ
２
３

年
か
ら
複
式
と
な
る
。
そ
れ

も
多
い
生
徒
数
の
複
式
。
担

任
は
大
変
。
教
育
環
境
が
未

整
備
と
い
う
こ
と
だ
。 

 

町
長 

教
育
論
は
避
け
た
い

が
、
入
っ
て
こ
ら
れ
た
ら
復

元
す
る
。
一
般
的
に
言
え
ば

妥
当
だ
。 

 

木
野
山 

４
校
統
合
が
前
提

と
言
わ
れ
る
が
、
早
い
う
ち

の
統
合
と
な
る
と
、
団
地
を

購
入
し
た
ら
学
校
が
無
く
な

っ
た
、
と
い
う
事
に
な
る
。

こ
ん
な
販
売
を
し
て
も
い
い

の
か
。 

 

町
長 

詰
め
将
棋
を
し
て
も

建
設
的
で
な
い
。
方
向
性
を

見
た
時
に
統
合
制
を
だ
す
。

す
ば
ら
し
い
田
舎
が
あ

る
か
ら
そ
こ
で
生
活
を
す
る
。

勝
つ
か
負
け
る
か
の
議
論
は

建
設
的
で
な
い
。 

 

木
野
山 

そ
う
言
っ
た
議
論

で
は
な
い
。
今
後
地
域
で
の

説
明
が
必
要
で
あ
り
、
納
得

で
き
な
け
れ
ば
将
来
に
禍
根

を
残
す
。 

 

団
地
の
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、

近
隣
の
団
地
も
売
れ
な
い
状

況
で
あ
る
。
言
わ
れ
た
「
安

価
で
自
然
を
生
か
し
た
田
舎

暮
ら
し
」
と
い
う
の
で
は
あ

ま
り
イ
ン
パ
ク
ト
が
無
い
。

も
う
少
し
踏
み
込
ん
だ
他
の

団
地
と
差
別
化
で
き
る
団
地

と
し
て
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
欲

し
い
。 

 

副
町
長 

こ
れ
か
ら
皆
様
の

意
見
を
聞
き
相
談
す
る
。
町

内
で
横
断
的
な
組
織
も
作
っ

て
い
る
。
方
向
性
を
出
し
報

告
す
る
。 

 

木
野
山 

高
蓋
地
区
も
意
見

を
し
っ
か
り
受
け
止
め
て
対

応
し
て
頂
き
た
い
。 


